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内容の要旨及び審査の結果の要旨
悪性腫瘍の発生，進展に関与する癌抑制遺伝子としてＲｂおよびp53が知られている。この癌抑制遺伝子は小細胞
肺癌では高率に陽性を示すことが知られているが，非小細胞肺癌では多岐の報告がなされており，またその肺癌患者
の長期予後との相関をみた報告は極めて少ない。本研究では，他の背景因子の影響が最も少ない絶対的治癒切除がな
された１期非小細胞肺癌153例を対象とし，Ｒｂ蛋白およびp53蛋白の発現を免疫組織学的に検出し，臨床病理学的因
子およびその長期予後に及ぼす影響を検討した。得られた結果は以下の通りである。
Ｌ原発性非小細胞肺癌Ｉ期症例全体におけるＲｂ蛋白発現率は62.7％，ｐ53蛋白発現率は549％であった。
２．Ｒｂ蛋白発現と予後との検討で，症例全体ではＲｂ蛋白陰性例に生存率の低下傾向がみられた。組織型別では腺
癌において陰性例が有意に予後不良であった。Ｔ因子別ではＴ１において陰性例が有意に予後不良であった。
ａｐ５３蛋白発現と予後との検討で，症例全体ではｐ53蛋白陽性例に生存率の低下傾向を認めた。組織型別では腺癌
において陽性例が有意に予後不良であった。Ｔ因子別ではＴｌにおいて陽性例に予後不良な傾向であった。
４．Ｒｂ蛋白発現およびp53蛋白発現の組み合わせで予後を検討したところ，症例全体では，Ｒｂ蛋白陰性かつp53蛋
白陽性群の５年生存率37.9％は他の３群に比べ有意に予後不良であった。組織型別では腺癌においてＲｂ蛋白陰性
かつp53蛋白陽性群の５年生存率35.4％は他の３群より有意に予後不良であった。
５．多変量解析による予後不良因子の解析では，症例全体ではＲｂ蛋白陰性，Ｔ２が独立した予後不良因子であった。
腺癌においてはＲｂ蛋白陰性，ｐ53蛋白陽性およびＴ２が独立した予後不良因子であった。
以上の結果から，Ｉ期非小細胞肺癌，特に腺癌において，Ｒｂ蛋白発現とｐ53蛋白発現は各々独立した予後規定因
子であり，また両者を組み合わせ検討することで肺癌における予後不良群を推定する可能性が示唆された。
以上，本研究は原発性肺癌における長期予後規定因子を明らかにしたものであり，肺癌領域に貢献する労作と評価
された。
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